
①②を最大限活用し「しごと」
と「ひと」を呼び込み、人口
減少を克服して地域の活性化
を目指します。

本市の強み　①豊かな自然の魅力　②安曇野・AZUMINOの知名度

農産物の販路を拡大するた
め、「農産物の海外輸出」に取
り組みます。

若い世代のUIJ ターンを促進
するため、「奨学金制度の創設」
に取り組みます。

魅力ある子育て環境を実現す
るため、「信州型自然保育認定
制度」に取り組みます。

新たな雇用を生みだすため、
「安曇野インターチェンジ周辺
の開発」に取り組みます。

観光客の誘致を図るため、「外
国人旅行者への対応」や「山
岳観光」に取り組みます。

コンパクトで利便性の高いまち
を目指すため、「駅を中心とした
まちづくり」に取り組みます。

「安曇野ブランド」の積極的
な情報発信に取り組みます。

市長　宮澤 宗弘
　現在、多くの地方自治体では、少子
高齢化に伴う人口の減少をはじめ、地
域経済の活性化、社会福祉・医療の充
実、子育て支援策の強化など早急に取
り組まなければならない多くの課題に
直面しています。国では、将来にわたっ
て活力ある日本社会を維持することを
目的に「まち・ひと・しごと創生長期
ビジョンおよび総合戦略」を決定し、
当市においてもこの度「安曇野市まち・
ひと・しごと創生総合戦略」を策定し
ました。
　この戦略の計画期間は平成 27 年度
以降の５年間で、人口ビジョンでは
2040 年度の本市の目標人口を 83,000
人に保つことを目標としています。こ
の目標人口を達成するため、４つの基
本目標を定めその実現に向けて、約
50 の重点事業に取り組みます。
　今後、人口ビジョンに掲げた目標人
口の達成を目指し、各施策を実行する
ためには、市民の皆さま、市内企業の
皆さまの参加や協力が欠かせません。
安曇野市が一層活気にあふれ、魅力あ
る地域として成長・発展できるように
市政運営に努めてまいりますので、市
民の皆さまのご協力をお願い申し上げ
ます。

ＰＤＣＡサイクルで
取り組み状況の点検と検証します

　総合戦略では、計画を着実に推進して
いくために、PDCAサイクルによる点検
と検証を行います。PDCAサイクルは、
Plan（計画）・Do（実施）・Check（評
価）・Action（改善）の４つの視点から、
業務を継続的に改善していく手法です。
基本目標ごとの数値目標等を基に事業の
効果を検証し、対策の追加、見直しを行
い、必要に応じて総合戦略の改訂を行い
ます。

■安曇野市人口ビジョン　まち・ひと・しごと創生総合戦略

■総合戦略の概要（図１）

安曇野市まち・ひと・しごと　　　創生総合戦略（平成27年度～31年度）
【目標】2040 （平成52） 年度　人口83,000人の　　　　「田園産業都市　安曇野」

基本目標　１
新たな雇用を生みだす

施策１
次代へつなぐ農林業の振興

施策２
活力ある商工業の振興

施策３
観光産業の振興

施策４
地域資源を活用した産業モデ
ルの支援

施策５
安曇野インター周辺の開発

施策６
再生可能エネルギーを活用し
た雇用機会の創出

基本目標　３
安心して出産し子育て
できるまちをつくる

施策１
妊娠・出産・育児の切れ目の
ない支援

施策２
子育て世帯の負担軽減

施策３
児童・生徒へのきめ細かな支
援

施策４
安心して子育てできる環境づ
くり

基本目標　２
若者や女性が活躍でき
るまちをつくる

施策１
市外進学者のUターン率の向上

施策２
子育て世代の移住・定住の促進

施策３
若者・女性が活躍する社会の
実現

施策４
特色ある学校教育の推進

施策５
信州型自然保育の推進

基本目標　４
いきいきと暮らせるまち
をつくる

施策１
健康長寿のまちづくり

施策２
安心して生活できるまちの実現

施策３
利便性の高いまちの実現

施策４
サービスレベルを維持する行
政経営の実現

重点施策　安曇野市の強みを最大限に活用した地域の活性化
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り

　

総
合
戦
略
に
は
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に

基
づ
き
、
人
口
減
少
を
抑
制
し
地
域
の

活
力
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
下

図
に
示
す
４
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ

て
、
目
標
に
沿
っ
た
施
策
や
事
業
を
盛

り
込
み
ま
し
た
。（
図
１
）

　

ま
た
、
４
つ
の
基
本
目
標
を
達
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す

る
た
め
、
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曇
野
市
が
持
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豊
か
な
自

然
の
魅
力
と
「
安
曇
野
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Ａ
Ｚ
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Ｉ
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し
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地
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性
化
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図
る
７
つ
の
重
点
施
策
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定
め
ま
し
た
。

　

計
画
期
間
は
平
成
27
年
度
か
ら
31
年

度
ま
で
の
５
年
間
で
す
。
本
年
度
か
ら

目
標
に
沿
っ
て
具
体
的
な
施
策
や
事
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に
取
り
組
み
ま
す
。

５
年
間
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値
目
標
を
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め
、

達
成
度
と
効
果
を
確
認

　

具
体
施
策
ご
と
に
数
値
目
標
を
定
め

ま
し
た
。
５
年
後
（
平
成
31
年
度
）
の

目
標
達
成
を
見
据
え
て
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、数
値
目
標
を
も
と
に
、

施
策
や
事
業
の
効
果
を
毎
年
検
証
し
ま

す
。
事
業
を
改
善
す
る
仕
組
み
を
確
立

し
て
進
捗
状
況
に
応
じ
た
戦
略
の
見
直

し
を
行
い
ま
す
。

　
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
総
合
戦
略
」

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
政
策
経
営
課

窓
口
（
２
階
11
番
窓
口
）、
各
支
所
地

域
課
窓
口
で
入
手
で
き
ま
す
。
ま
た
、

市
内
各
図
書
館
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。
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